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昇進者研修を開催
循環器内科ライブを開催
ベトナムから理学療法士が見学訪問

第18回大阪病院学会

TOP MESSAGE

ごあいさつ  大道道大（社会医療法人 大道会 理事長）

INFORMATION
大道会の各病院・施設のホームページをリニューアル
大阪市城東区・UR都市機構と森之宮地域のまちづくり協定を締結

「2025年大阪の医療提供体制への提言」をテーマに開催

（表紙写真はさる年生まれの職員）



TOP MESSAGE

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年は、私が学会長を務めさせて頂きました
第18回大阪病院学会が開催されました。今回の
学会テーマは昨年から開始した地域医療構想策
定を踏まえ、「2025年大阪の医療提供体制への
提言」としました。309題もの演題数がある中、
大道会からは47名が演題発表者として参加し、
そのうち11名が優秀演題に選ばれました。当日
は例年よりも多い約1900人の参加者が集い、大
変熱気のある学会となりました。
　一方、ヘルスケア分野の動向に注目しますと、
2025年をピークに日本の後期高齢者の人口が
急激に増加する、いわゆる2025年問題が危惧さ
れています。中でも大阪は後期高齢者の増加率
が高く、10～15年の間で高齢者が約70万人増
える予想で、これは全国で1～2位を争う勢いと
言われています。この2025年問題に向けて始
まった政策のひとつが地域医療構想です。この
地域医療構想で考慮すべき点は、実際の医療を
4つの病床機能（高度急性期、急性期、回復期、慢
性期）だけで分けることは難しく、外来の将来的
な需要も想定する必要があるということです。
また、高齢者の急増により大阪が「東京化」し、
大阪の医療機関だけでは支えきれないために、
高齢者が近隣の県へ転居した場合の人口の変動
も視野に入れなければなりません。
　また、もうひとつ推し進められている地域包
括ケアシステムでは、最期をどう迎えるかとい
う議論がまだまだ不足しているように感じま
す。最期を病院や施設で迎えたいのか、あるい
は在宅で迎えたいのか、その人が望み、周りの

社会医療法人 大道会 理事長
森之宮病院 院長

大道　道大

人が祝福する終末を国民ひとりひとりが考えて
いく必要があるでしょう。
　今年は、2013年から再構築を進めてきた新た
な人事制度がいよいよ本格施行されます。「人
事制度」という言葉だけを聞くと少し冷たく聞
こえますが、組織の根幹のひとつでもある人事
制度は本来職員のモチベーションアップのため
にあるべきものだと考えます。「Hope & 
Growth未来に向かって成長し続けよう!!」を
キャッチフレーズに、頑張った人が報われる、
また、頑張れなかった人に次は頑張れと言える
制度を目指して導入を進めていきたいと考えて
います。
　今から2年後の2018年には、診療報酬・介護
報酬の同時改定があり、前述の政策も含め、社
会保障のあらゆる根幹が決まります。この医療
が大きく変わる2018年に向けて、ただその時が
来るのを受け身で待つのではなく、どのような
準備をしていくかで将来の大道会が決まると
言っても過言ではありません。この準備期間を
有効に活用し、職員の皆さんには全体の日本の
流れを俯瞰する視点を持ちながら、積極的な情
報収集に努めてほしいと思います。そして、私
達が大切にしてきた「私達が提供できる医療・福
祉」、「私達が挑戦したい医療・福祉」、「患者さん・
ご利用者から求められている医療・福祉」の3つ
の視点が重なり合うところを軸に、変化を恐れ
ず、職員の皆さんで職種の垣根を越えて知恵を
出し合いながら、私達にしかできない医療・福祉
に挑戦していきたいと思います。

ごあいさつ

2018年を見据えた
組織づくりを始める年に
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CLOSE UP

多
数
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
特
別
講
演

3
0
0
名
を
超
え
る
演
題
発
表

優
秀
演
題
に
選
ば
れ
た
11
名
を
紹
介

　
11
月
15
日
、昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
医
療
構

想
策
定
を
踏
ま
え
、「
2
0
2
5
年
大
阪
の
医
療

提
供
体
制
へ
の
提
言
」を
テ
ー
マ
に
、第
18
回
大

阪
病
院
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
学
会
は
、

大
阪
府
病
院
協
会
と
大
阪
府
私
立
病
院
協
会
の
会

員
病
院
の
協
力
を
得
て
2
年
に
1
回
開
催
さ
れ
、

今
回
は
大
道
道
大
理
事
長
が
学
会
長
を
務
め
ま
し

た
。
専
門
職
が
所
属
す
る
学
会
で
の
発
表
の
登
竜

門
と
も
言
え
、大
阪
の
医
療
・
福
祉
関
係
者
が
職

種
を
問
わ
ず
一
堂
に
会
し
ま
す
。
今
回
は
当
日
参

加
が
多
く
、約
1
9
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

大
道
会
か
ら
も
演
者
や
座
長
、運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、多
く
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
道
理
事
長
が
開
会
の
挨
拶
を
し
、そ
の
後
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き
姿
」を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後

の
一
般
演
題
発
表
で
は
3
時
間
で
3
0
9
題
も
の

発
表
が
行
わ
れ
、大
道
会
か
ら
は
47
題
の
演
題
を

発
表
し
ま
し
た
。
大
道
会
の
発
表
者
に
は
、若
手

か
ら
管
理
職
ま
で
、看
護
師
、セ
ラ
ピ
ス
ト
、放
射

線
技
師
、事
務
職
等
、あ
ら
ゆ
る
職
種
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。
特
別
講
演
で
は
、よ
し
も
と
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
間
寛
平
氏
が「
ア

ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
の
裏
側
す
べ
て
話
し
ま
す
！
」と

題
し
た
講
演
を
行
い
、得
意
の
話
術
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、
優
秀
演
題
発
表
式
で

第
18
回
大
阪
病
院
学
会

平
成
27
年
11
月
、グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪（
大
阪
国
際
会
議
場
）に
て「
第
18
回
大
阪
病
院
学
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
学
会
の
概
要
や
大
道
会
職
員
の
演
題
発
表
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

例年よりも多い参加者数となる約1900人が会場を
訪れました

学会長の大道道大理事長による開会の挨拶

は
55
名
が
優
秀
演

題
に
選
ば
れ
る
中
、

大
道
会
か
ら
は
11

名
が
選
ば
れ
、
喜
ば

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
学
会
で
学
ん
だ
こ
と
や
発
表
で
得
ら
れ
た
経

験
を
生
か
し
、こ
れ
か
ら
も
臨
床
と
学
術
の
両
方

の
分
野
で
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

間寛平氏による特別講
演が行われました

　
職
員
へ
の
栄
養
管
理
の
重
要
性
や
知
識
普
及
の

為
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ン
ク
ナ
ー
ス

を
設
定
し
、N
S
T（N

utrition Support Team

＝

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の

参
加
と
低
栄
養
患
者
さ
ん
の
抽
出
を
依
頼
。ま
た
、

院
内
勉
強
会
や
N
S
T
通
信
の
発
行
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、N
S
T
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
、病
院
全
体
の
栄
養
管
理
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、勉
強
会

や
N
S
T
通
信
の
内
容
充
実
を
図
り
、ス
タ
ッ
フ

間
の
栄
養
知
識
の
差
を
埋
め
て
い
き
た
い
で
す
。

N
S
T
活
動
普
及
に
向
け
て
の
取
り
組
み

森
之
宮
病
院
診
療
技
術
部

栄
養
サ
ー
ビ
ス
科

塩
塚 

洋
子

　
常
時
見
守
り
や
所
在
確
認
が
必
要
な
患
者
さ
ん

の
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
過
ご
し
方
が
課
題
で
し
た
。

解
決
す
る
為
に
余
暇
活
動
、機
能
改
善
、社
会
的

交
流
の
場
を
目
的
に「
院
内
デ
イ
」を
開
設
、週
２

回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
効
果

と
し
て
日
中
の
活
動
性
が
上
が
り
、離
床
時
間
も

増
し
、他
の
患
者
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
協
調

性
が
増
し
、表
情
も
豊
か
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
は
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、個
々
に
合
っ

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
が
課
題
で
す
。

介
護
福
祉
士
に
よ
る

回
リ
ハ
病
棟「
院
内
デ
イ
」の
取
り
組
み

森
之
宮
病
院
看
護
部

4
階
西
病
棟

向
井 

史
果

　
回
復
期
病
棟
に
お
け
る
介
護
士
の
業
務
内
容
向

上
と
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、介
護
士
16
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
介
護
士
は
患
者
さ
ん

の
在
宅
・
社
会
復
帰
を
意
識
し
た
ケ
ア
に
取
り
組

み
、担
当
患
者
さ
ん
に
責
任
感
を
持
ち
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
多
職
種
連

携
と
介
護
士
独
自
の
専
門
性
を
チ
ー
ム
ケ
ア
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

森
之
宮
病
院
に
お
け
る

介
護
福
祉
士
の
役
割
と
課
題

森
之
宮
病
院
看
護
部

5
階
東
病
棟

阪
上 

良
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課
題
解
決
能
力
を
組
織
で
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、課
題
解
決
に
関
す
る
知
識
を
習
得
し
た
職

員
10
名
が
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
り
、管
理
職
1
4
7

名
を
対
象
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー

同
士
で
話
し
合
い
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、講
義
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

受
講
者
の
課
題
解
決
思
考
が
深
ま
る
と
と
も
に
、

職
種
間
交
流
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、新

し
く
管
理
職
に
な
る
職
員
へ
の
教
育
や
新
た
な
ト

レ
ー
ナ
ー
の
育
成
が
課
題
で
す
。

課
題
解
決
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
人
内
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

森
之
宮
病
院
事
務
部
主
任

下
里 

忠
光

　
放
射
線
治
療
用
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
は
、口
腔
癌
に

対
し
て
放
射
線
を
照
射
す
る
際
に
被
爆
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、放
射
線
治
療
を
行
う
上

で
有
効
で
す
。当
院
で
は
他
院
か
ら
依
頼
を
受
け
、

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
を
作
成
し
、放
射
線
照
射
が
有
効
に

実
施
さ
れ
た
症
例
を
例
示
し
ま
し
た
。
今
後
も
他

院
と
連
携
し
て
、よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
技
工
物

を
作
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

口
腔
癌
に
対
す
る
放
射
線
治
療
用

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
作
成

森
之
宮
病
院
歯
科
診
療
部

山
内 

綾
子

　
ス
ト
ー
マ
周
囲
の
び
ら
ん
を
繰
り
返
す
患
者
さ

ん
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
改
善
を
目
的
に
、訪
問
看
護

師
と
施
設
看
護
師
の
パ
ウ
チ
交
換
に
着
眼
し
ま
し

た
。「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ－

Ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
」で
の
的
確
な
観

察
、評
価
と「
パ
ウ
チ
交
換
手
順
書
」で
の
手
技
の

均
質
化
で
看
護
診
断
が
整
理
さ
れ
、手
技
統
一
が

確
実
に
な
り
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
は
軽
減
。患
者
さ
ん
、

ご
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

小
腸
ス
ト
ー
マ
保
有
者
の

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
難
渋
し
た
一
例

〜
施
設
看
護
師
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ－

Ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
の

使
用
を
試
み
て
〜

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

看
護
部
在
宅
ケ
ア
科

山
中 

由
美

　
当
施
設
は
T
O
F
補
正
機
能
搭
載
の

P
E
T
/
C
T
機
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
性

能
、特
徴
の
異
な
る
３
機
種
で
運
用
し
て
い
ま

す
。
各
機
種
の
特
徴
を
生
か
し
つ
つ
画
質
や
検
査

時
間
等
受
診
者
に
と
っ
て
の
負
担
の
差
を
無
く
す

こ
と
を
め
ざ
し
検
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
検
証

の
結
果
、機
種
間
の
画
質
差
は
許
容
範
囲
内
で
あ

り
、機
種
間
の
振
り
分
け
は
概
ね
決
め
ら
れ
た
通

り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

性
能
・
特
徴
の
異
な
る
P
E
T
/
C
T

３
機
種
の
運
用

森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク

診
療
技
術
部

池
田 

綾
野

　「
認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う
」と
い
う
目
的
で

始
ま
っ
た
勉
強
会
が
法
人
全
体
の
取
り
組
み
へ
発

展
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で「
認
知
症
の
ケ
ア
に

は
、知
識
と
技
術
が
必
要
」と
い
う
事
が
分
か
り
、

知
識
を
学
ぶ
勉
強
会
と
技
術
を
検
討
す
る
技
術
講

習
を
合
わ
せ
た「
認
知
症
実
地
研
修
」へ
と
変
更

し
ま
し
た
。
多
職
種
が「
認
知
症
」と
い
う
病
気
と

向
き
合
う
場
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
た

い
で
す
。

「
認
知
症
ケ
ア
を
正
し
く
知
る
」

大
道
会
全
体
の
取
り
組
み
と
な
っ
た

5
年
間
の
軌
跡

介
護
老
人
保
健
施
設

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

療
養
サ
ー
ビ
ス
部
科
長

瀧
口 

晃
史

　
課
題
が
多
く
て
も
在
宅
看
取
り
で
き
た
事
例
を

振
り
返
り
、訪
問
看
護
師
の
役
割
を
検
討
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、在
宅
看
取
り
を
決
定
づ
け
た
内

容
は
、時
間
制
限
な
く
側
に
居
た
い
、最
期
ま
で

馴
染
み
の
看
護
師
に
看
て
ほ
し
い
、家
で
何
が
で

き
る
か
分
か
り
安
心
、緊
急
対
応
が
安
心
、病
院

で
の
治
療
は
望
ま
な
い
、今
後
の
経
過
が
明
確
、

で
し
た
。
こ
れ
ら
を
訪
問
看
護
師
の
介
入
で
満
た

し
他
職
種
と
密
に
連
携
す
れ
ば
、課
題
が
多
い
症

例
で
も
在
宅
看
取
り
が
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
看
取
り
、在
宅
で
は
無
理
だ
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

在
宅
事
業
部

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

東
成
お
お
み
ち
事
業
所
長

竹
島 

祐
代

　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
終
了
し
た
11
名
の
カ
ル
テ
と

担
当
セ
ラ
ピ
ス
ト
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
目
標
設

定
や
取
り
組
み
等
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
目
標
設

定
は
、利
用
者
の
不
安
や
取
り
巻
く
環
境
を
十
分

に
評
価
し
、活
動
や
参
加
を
意
識
し
た
具
体
的
な

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、早
期

よ
り
社
会
参
加
、終
了
後
を
意
識
し
た
取
り
組
み

や
、日
頃
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
他
機

関
と
の
連
携
が
重
要
で
し
た
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
終
了
者
の
検
討

〜
カ
ル
テ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
振
り
返
る
〜

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科
主
任

竹
中 
幸
治

　
生
活
指
導
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、頸
動
脈

超
音
波
検
査「
内
膜
中
膜
複
合
体
厚（
I
M
T
）３

点
計
測
の
平
均
値（
m
e
a
n
I
M
T
）」と
高
血

圧
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
、喫
煙
、運
動
、睡
眠
、

年
齢
に
つ
い
て
の
関
連
を
検
討
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
動
脈
硬
化
は
経
時
的
に
進
行
す
る
た
め

m
e
a
n
I
M
T
は
正
常
域
の
1.1
㎜
以
下
で
あ
っ

て
も
、年
齢
別
の
m
e
a
n
I
M
T
を
念
頭
に
置

い
た
指
導
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
施
設
に
お
け
る
頸
動
脈
内
膜
中
膜

複
合
体
厚
と
動
脈
硬
化
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
の
検
討 帝

国
ホ
テ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

検
診
技
術
部
生
理
検
査
科
科
長

島
田 

恭
子
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第18回　大阪病院学会　大道会発表者　演題一覧　（47名）
氏 名 所 属 演 題

第18回大阪病院学会

森下 摩耶

島村 綾

西口 真央

向井 史果

畑 佳乃代

阪上 良

白井 優紀

吉田 ひろみ （科長）

山本 裕子 （主任）

本山  絵美 （主任）

森口  隆史 （主任）

鈴木 美絵子

北川 知佳

塩塚 洋子

長谷川 允

中井 三憲

山内 綾子

周藤 江里子

橋之口 恵美 （主任）

下里 忠光 （主任）

江本 幸代 （主任）

山中 由美

尾野 清子

湯川 智子 （主任）

竹中 幸治 （主任）

鳥瀬 義知 （主任）

藤田 良樹 （主任）

末宗 梓 （主任）

真辺 祐佳

吉田 香愛

池田 綾野

石田 耕太

長富 友見

福本 和宏

田畑 まどか

島田 恭子 （科長）

梶谷 麻里子

宮垣 義明 （主任）

山下 春子

小倉 彩子

木下 恵里

辻中 貴博

瀧口 晃史 （科長）

竹島 祐代（事業所長）

永川 祐子（ｾﾝﾀｰ長）

片山 治子（ｾﾝﾀｰ長）

高間 俊輔 （主任）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（介護福祉士）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（介護福祉士）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　看護部（看護師）

森之宮病院　リハビリテーション部（PT）

森之宮病院　リハビリテーション部（OT）

森之宮病院　リハビリテーション部（ST）

森之宮病院　診療技術部（薬剤師）

森之宮病院　診療技術部（管理栄養士）

森之宮病院　診療技術部（管理栄養士）

森之宮病院　診療技術部（診療放射線技師）

森之宮病院　診療技術部（臨床工学技士）

森之宮病院　歯科診療部（歯科技工士）

森之宮病院　診療部（ＭＳＷ）

森之宮病院　診療部（事務）

森之宮病院　事務部（事務）

ボバース記念病院　看護部（看護師）

ボバース記念病院　看護部（看護師）

ボバース記念病院　看護部（准看護師）

ボバース記念病院　看護部（看護師）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（PT）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（PT）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（PT）

ボバース記念病院　リハビリテーション部（OT）

ボバース記念病院　歯科診療部（歯科衛生士）

森之宮クリニック　診療技術部（看護師）

森之宮クリニック　診療技術部（診療放射線技師）

森之宮クリニック　診療技術部（診療放射線技師）

森之宮クリニック　企画広報部（事務）

帝国ホテルクリニック　検診技術部（診療放射線技師）

帝国ホテルクリニック　検診技術部（看護師）

帝国ホテルクリニック　検診技術部（臨床検査技師）

大道クリニック　人工透析科（看護師）

大道クリニック　人工透析科（臨床工学技士）

グリーンライフ　ボランティア（エステ）

グリーンライフ　療養サービス部（OT）

グリーンライフ　療養サービス部（介護福祉士）

グリーンライフ　療養サービス部（介護福祉士）

グリーンライフ　療養サービス部（看護師）

在宅事業部　訪問看護ステーション東成おおみち（看護師）

在宅事業部　ケアプランセンター城東おおみち（ケアマネ）

在宅事業部　ケアプランセンター東成おおみち（ケアマネ）

本部　管理部（事務）

術後患者に疼痛スケールを導入し患者主体の疼痛緩和を目指した事への検討

心臓血管外科手術における、災害マニュアル作成シミュレーションを実施して

小児ﾘﾊﾋﾞﾘ病棟母子入院における看護師の役割　～退院後の生活を見据えた支援～

介護福祉士による回リハ病棟「院内デイ」の取り組み

申し送り短縮を試みて

森之宮病院における介護福祉士の役割と課題

口腔ケアの勉強会・アンケートを用いた看護師の意識変化

医療相談室との連携で院内感染防止につなげる

急変初期対応シミュレーショントレーニングについて

急性期病棟におけるＡＤＬ低下防止の取り組みについて

ＳＴ科医療機器・危険物の管理(紛失防止)方法について

点滴混注業務における薬剤師の感染対策意識調査

管理栄養士と言語聴覚士のスムーズな連携への取り組み

NST活動普及に向けての取り組み

紹介検査の流れと診療放射線技師問診時の新たな試み

当院における臨床工学技士が携わる業務について

口腔癌に対する放射線治療用マウスピースの作成

退院支援に関する一考察　～居宅系施設への退院支援～

退院時要約代行作成業務における診療報酬制度への貢献

課題解決能力強化プロジェクト 法人内トレーナーとしての取り組み

手指衛生のタイミングをオムツ交換の場面で指導して

小腸ストーマ保有者のストーマケアに難渋した一例　～施設看護師とABCD－Stomaの使用を試みて～

外来看護師の書類業務における一考察

回復期リハ病棟の質の向上を目指して　～入院時訪問指導等を導入して～

訪問看護ステーションにおけるリハビリテーション終了者についての検討

脳性まひ児に対する短期集中リハビリテーション入院

地域に向けた健康への取り組み　～歴史と展望～

リハビリテーション部の感染防止への取り組みと成果

当院における全身麻酔下歯科治療についての実態調査

確実な放射性薬剤投与を目指して　～血管穿刺部位別の保温用具作成～

性能・特徴の異なるＰＥＴ／ＣＴ３機種の運用

職員の被ばく実態調査

フロントの対応事例　～クレームをおこさないための工夫～

内臓脂肪面積に対する生活習慣と臨床検査値の検討

高尿酸値の受診者の生活習慣改善に対する意識調査

当施設における頸動脈内膜中膜複合体厚と動脈硬化リスクファクターの検討

バスキュラーアクセスの感染対策～手指消毒と個人防護具の着脱実施率向上に向けた取り組み～

ＧＭＰ省令バリデーション基準を参考にした透析液清浄化への取り組み

高齢者施設でのエステボランティアを通して思うこと

認知症高齢者に対するリハビリテーションの再検討

個々に応じた排泄ケアを通じて

考えよう！ターミナルケア

「認知症ケアを正しく知る」大道会全体の取り組みとなった5年間の軌跡

その看取り、在宅では無理だと思っていませんか？

支援困難の意識調査　～所内事例検討から見えたもの～

終了ケースの振り返りを通してケアマネジャーが学んだこと  ～在宅から入所となった２事例より ～

課題解決能力強化プロジェクト 事務局の取り組み
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循
環
器
内
科
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

森之宮病院 ボバース
記念病院

　
平
成
27
年
9
月
30
日
、
大
道
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
管
理
職
に
必
須
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
に
関
す
る
知
識
の
理
解
を

深
め
る
為
、
平
成
26
年
10
月
・
平
成

27
年
４
月
に
昇
進
し
た
新
主
任
職
17

名
を
対
象
と
し
た
昇
進
者
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
研
修
を
受
講
し
た
新

主
任
職
の
受
講
報
告
の
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
半
数
以
上
の
病
院
が
赤
字
経
営
に

な
る
等
、
医
療
・
介
護
の
現
状
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
診
療
報
酬

削
減
に
加
え
、
利
用
者
が
病
院
を
選

択
す
る
時
代
と
な
り
、
経
営
に
は
変

化
が
必
要
で
す
。
2
0
2
5
年
問
題

も
見
据
え
、
他
の
施
設
、
他
業
種
か

ら
も
学
ん
で
適
時
的
確
な
決
定
を

し
、
改
革
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
地
域
包

括
ケ
ア
」「
病
院
の
機
能
分
化
」「
連
携

と
強
化
、
在
宅
医
療
の
充
実
」
等
。
私

も
管
理
職
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
現
状
維
持
」
は
「
後
退
」
を
意

味
し
ま
す
。
選
ば
れ
る
病
院
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
在
宅
・
社
会

復
帰
へ
の
支
援
」「
リ
ハ
ビ
リ
看
護

の
質
向
上
」「
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

の
強
化
」
等
、
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

良
く
理
解
し
、
実
行
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
回
の
研
修
を
受
け
、
成
功
し

た
組
織
の
共
通
項
は
、
他
か
ら
謙
虚

に
学
ぶ
、
自
己
満
足
し
な
い
、
適
時

的
確
な
意
思
決
定
、
改
革
に
多
少
の

摩
擦
は
恐
れ
な
い
、
で
あ
る
と
学
び

ま
し
た
。
医
療
の
姿
に
つ
い
て
先
進

国
と
の
比
較
や
日
本
の
利
点
・
欠
点

を
知
っ
た
事
も
非
常
に
興
味
深
く
、

情
報
収
集
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

多
面
的
、
複
眼
的
な
見
方
で
す
。
今

後
は
収
支
の
意
識
も
高
め
、
デ
ー
タ

等
を
使
用
し
取
り
組
め
る
可
能
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
自
科
に
お
い
て
医
療
の

質
を
高
め
る
に
は
技
術
的
要
素
・
ア

メ
ニ
テ
ィ
要
素
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
も
食
事
内
容
の
検
討
を
委
託
業
者

と
協
力
し
て
行
い
、
利
用
者
に
選
択

さ
れ
る
病
院
、
良
い
病
院
に
な
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

昇
進
者
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

法人全体

　
10
月
17
日
、
森
之
宮
病
院
ウ
ッ
デ

ィ
ホ
ー
ル
に
て
L
E
V
E
L
2

（Latest Evidence Versus Experi-
en
ce b

ased
 

endovascular 
con
feren

ce

）

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
2
回

目
と
な
る
本
会

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た

森
之
宮
病
院

森之宮病院
　
森
之
宮
病
院
1
階
の
こ
も
れ
び

広
場
に
て
入
院
患
者
さ
ん
向
け
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。5
年
前
ま
で
当
病
院
の

理
学
療
法
士
と
し
て
勤
務
さ
れ
て

い
た
林
康
一
郎
氏
に
よ
る
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
で
す
。「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」か
ら
始
ま
り
、「
ホ

ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」
や
「
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
」
等
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
バ
イ
オ
リ
ン
が
奏
で
る
と
、
会
場

は
一
気
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。「
サ
ン
タ
が
街

に
や
っ
て
く
る
」
が
始
ま
る
と
、
曲

に
合
わ
せ
て
手
拍
子
や
鈴
の
音
色

が
響
き
渡
り
、
患
者
さ
ん
の
笑
顔
が

溢
れ
ま
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
）

はEvidence

とExperience

を
意

識
し
、
最
新
の
血
管
内
治
療
の
情
報

を
提
供
す
る
場
と
な
り
ま
す
。
当
院

の
カ
テ
ー
テ
ル
室
よ
り
6
症
例
の
ラ

イ
ブ
中
継
を
行
い
、
全
症
例
成
功
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
よ
り
末
梢
血
管
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
に
携
わ
る
医
師
及
び
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
ラ
イ
ブ

中
は
治
療
技
術
、
治
療
手
段
に
つ
い

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
で
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
、
都
島
生
涯
セ

ン
タ
ー
の
方
々
に
大
正
琴
・
社
交

ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ミ
ニ
コ
ン

ト
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。大

正
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
の
社
交

ダ
ン
ス
や
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

皆
で
の「
き
よ
し
こ
の
夜
」の
合
唱

も
あ
り
、
会
場
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
事
務
部
フ

ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
課
　
難
波
陽
子
）

元職員の林康一郎氏に
よるバイオリン演奏

て
熱
い
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
最
良
の
治
療
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
研
究
会
と
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
森
之
宮
病
院
画
像
診
断
部
臨
床

工
学
科
　
中
田
文
）

開催風景

LIVE中継

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

カラオケでは手拍子したり、
リズムを取ったり、ミニコン
トでは患者さん達も楽しそう
で笑顔が溢れていました

森
之
宮
病
院

看
護
部
7
階
西
病
棟

主
任

中
島 

ゆ
か
り

森
之
宮
病
院
診
療
技

術
部
栄
養
サ
ー
ビ
ス
科

主
任高

間 

正
恵
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平
成
27
年
9
月
9
日
、ボ
バ
ー

ス
記
念
病
院
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
女

性
の
理
学
療
法
士
のM

rs C
ao 

T
hi K

ieu C
hinh 

（
カ
オ
・
テ
ィ
・

キ
ュ
ウ
・
チ
ン
さ
ん
）が
治
療
見
学

に
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
カ
オ
さ
ん
は
、薬
剤
の
影
響
を

受
け
誕
生
し
た
世
界
的
に
有
名
な

ド
ク
さ
ん
が
い
る
ツ
ー
ヅ
ー
病
院

（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）に
所
属
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
富
山
県
立
高
志

学
園
で
2
カ
月
程
、小
児
の
治
療

の
勉
強
の
為
に
来
日
し
、当
院
に

も
治
療
見
学
に
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
小
児（
脳
性
麻
痺
患

者
）を
中
心
に
理
学
療
法
以
外
に

も
作
業
療
法
、言
語
療
法
も
見
学

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、治
療
見
学

以
外
に
も
リ
ハ
ビ
リ
病
院
と
し
て

の
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も

学
ん
で
い
ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ

づ
ら
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
理
学
療
法
士
が
見
学
訪
問
さ
れ
ま
し
た

積
極
的
に
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
、私
達
に
と
っ
て
も
非

常
に
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

（
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
理
学
療
法
科
　
星

野
友
昭
）

患者さん・ご家族と共に考える、
脳卒中再発予防

坂本 理恵

ただ今、奮闘中　　　 　　　　　　　　#53
頑張っている職員に注目！

　現在、森之宮病院では、脳卒中リハ
ビリテーション看護認定看護師が3
名活動しています。認定看護師の役
割の一つとして、脳卒中患者さんの
発症直後から在宅まで、その人らし
い生活の再構築に向けて、質の高い看護実践を行うことがあります。
脳卒中の発症は突然であり、患者さん・ご家族の生活に大きな変化
をもたらします。入院時から、退院後の生活について患者さん・ご
家族と共にお話しし、考えていきたいと思っています。
　脳卒中は、高血圧、肥満症、脂質異常、糖尿病等の生活習慣病によ
り発症し、10人に1人が1年以内に再発するデーターもあり、再発率
の高い疾患です。患者さん・ご家族が退院後も楽しい生活を送られ
るように、再発指導に努めています。今年度より、毎月第3土曜日に
患者さん・ご家族対象に脳梗塞・脳出血の再発予防の指導を行って
います。脳卒中の予防には生活習慣の是正が必要となり、飲酒・喫
煙・食事・血圧管理・内服管理の項目を皆さんにお伝えし、一緒に再
発予防について考える時間を作っています。再発予防に向けて、生
活スタイルへの助言、将来にわたり継続した管理を伝え支援して
いきたいと考えています。
　今後は、スタッフや地域の方へ脳卒中について学んで頂く機会
も設けていきたいと思っています。

主任

ボバース
記念病院

　
私
は
森
之
宮
病
院
の
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で

勤
務
し
て
お
り
、
主
に
脳
卒
中
の

患
者
さ
ん
を
担
当
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
と
い
う
と
脳
の
血
管

に
急
な
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
る
病

気
の
総
称
で
、
主
に
血
管
が
詰
ま

る
脳
梗
塞
と
血
管
が
破
れ
る
脳

出
血
が
含
ま
れ
ま
す
。
し
か
し

単
に
脳
卒
中
と
い
っ
て
も
、
脳
の

仕
組
み
は
非
常
に

複
雑
で
ど
こ
の
部

分
に
ト
ラ
ブ
ル
が

お
き
る
か
に
よ
っ

て
、「
手
足
が
動

き
づ
ら
い
」「
し
ゃ

べ
り
づ
ら
い
」「
バ

ラ
ン
ス
が
と
り
づ

ら
い
」「
左
側
が
見

え
づ
ら
い
」等
、

症
状
は
実
に
様
々

で
す
。

　
も
う
一
つ
、日
々

の
診
療
で
必
ず
考

え
る  「
様
々
な
こ

と
」と
い
え
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
ら
れ
る
方
が
ど
の
よ
う
な
方

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
は
病
気
を
お
こ
さ
れ
た

方
が
点
滴
や
手
術
等
の
集
中
的

な
治
療
を
急
性
期
病
院
で
受
け

ら
れ
た
後
に
、
生
活
の
場
へ
戻
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を

す
る
所
で
す
の
で
、
そ
の
方
が

元
々
ど
の
よ
う
な
生
活
を
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

リ
ハ
ビ
リ
の
目
標
を
考
え
る
上

で
非
常
に
重
要
で
す
。
お
一
人

で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ご
家

族
と
一
緒
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

職
業
や
趣
味
の
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
な
の
か
等
、
そ
の
方
の
生

活
に
関
す
る
こ
と
を
当
院
に
入

院
さ
れ
た
日
に
で
き
る
限
り
教

え
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
一
口
に「
脳

卒
中
の
リ
ハ
ビ

リ
」と
い
っ
て

も
、
誰
が
、
ど
の

よ
う
な
脳
卒
中

を
お
こ
さ
れ
た

か
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
さ
ん
は
千
差

万
別
で
同
じ
パ

タ
ー
ン
の
方
と

い
う
の
は
決
し

て
い
な
い
の
だ

な
、
と
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。

医
師
と
し
て
、
ま
ず
は
入
院
中
の

合
併
症
の
管
理
や
病
気
の
再
発

予
防
等
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
頂

く
身
体
の
土
台
を
し
っ
か
り
と

整
え
つ
つ
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
多
職
種
の
チ
ー
ム
で

連
携
を
取
り
な
が
ら
患
者
さ
ん

と
そ
れ
ぞ
れ
の
退
院
後
の
生
活

を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「脳卒中のリハビリ」

森之宮病院神経内科

⻆田 渓太

 #65

再発予防について患者さん・
ご家族と一緒に考えていきます

理学療法士のカオ・
ティ・キュウ・チンさん

森之宮病院看護部
4階西病棟
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INFORMATION

編 集 後 記

大道会の各病院・施設のホームページを
リニューアルしました

大阪市城東区・UR都市機構と森之宮地域のまちづくり協定を締結しました

ご寄付を頂きました

　昨年の7月末の大道会の法人総合
ホームページと看護師採用ホーム
ページのリニューアルに引き続い
て、昨年12月21日に病院・施設（森之
宮病院・ボバース記念病院・森之宮ク
リニック・帝国ホテルクリニック・大
道クリニック・グリーンライフ・在宅
事業部・サンローズオオサカ）のホー
ムページをリニューアルしました。
　今回のリニューアルでは、患者さ
んやご利用者・ご家族の方々にとっ
て見やすいホームページをめざし
て、スマートフォンでも閲覧がしや
すいデザインを採用し、何度もク
リックしなくても見たいページにた

どりつけるようなページ配置の工夫
を行いました。また、大道会の全て
の介護サービス情報を掲載した大道
会介護サービス総合サイトを開設
し、利用したい介護サービスから、そ
のサービスが利用できる施設を探す
ことができるようにしました。その
他、各病院・施設が力を入れている医
療・福祉や取り組み等の情報もボ
リュームアップしています。なお、
『Live30』もホームページからダウン
ロードできるようにしました。
　リニューアルした新ホームページ
をぜひご覧下さい。

　新井博文様（大阪市東成区）より
ご寄付を頂きました。ありがとう
ございます。有意義に活用させて
頂きます。

　１年の内、最も寒い季節が来まし
た。寒いのは苦手、という方も多いで
すが、日本には四季折々の豊かな景
色や美味しい食文化があり、この時
期ならではのお楽しみも多いのでは
ないでしょうか。
　私は趣味と健康を兼ねてロードバ
イクという自転車に乗っています。
車だとあっという間に通り過ぎる景
色ですが、自転車だとゆっくり、季節
の変化を肌で感じながら楽しめます。
昨年は琵琶湖一周をして改めてその
大きさを実感しました。今年は淡路
島一周やしまなみ海道横断を計画中
です。忙しい毎日ですが、ちょっとし
たことにも喜び、楽しめる心を持ち
続けていきたいと思います。
（サンローズオオサカ介護サービス課
主任　松本正則）

　社会医療法人大道会森之宮病院
は、平成27年11月10日に大阪市城東
区・UR都市機構と「森之宮地域にお
けるスマートエイジング・シティの
理念を踏まえたまちづくり協定」を
締結しました。締結記念イベントで
は、大道会の管理栄養士や理学療法
士から健康に長生きするための食生
活や運動について紹介があったほ
か、今後、計画されている森之宮地域
での高齢者の孤独死を防ぐためのネ
ットワーク作りや団地の空き室を利
用したモデルルーム設置等の取り組
みが発表されました。
　イベントで大道理事長は、「2006

年の森之宮病院開設をきっかけに大
道会が根付くことになった森之宮地
域において、今後、特に高齢者の孤独
死を防ぐために、社会医療法人とし
て医療・福祉へのさらなる貢献を行
っていきたい」と抱負を述べました。

Live30【ライブ・サーティ】
2016年1-2月号 vol.214〈隔月発行〉
編集発行人／社会医療法人大道会
〒536-0023　大阪市城東区東中浜 1-5-1
TEL.06（6962）9621  FAX. 06（6963）2233

●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成
●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・ご利用者）
待たさない／よく説明する／連携する

■大道会

社会医療法人大道会本部
TEL 06（6962）9621
森之宮病院
TEL 06（6969）0111
ボバース記念病院
TEL 06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
TEL 06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
TEL 06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
TEL 06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
TEL 06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
TEL 06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
TEL 06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
TEL 06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
TEL 06（4259）5311

レンタルケアおおみち
TEL 06（6967）6250
特別養護老人ホームサンローズオオサカ
TEL 06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
TEL 06（6974）7377

●大道会ホームページ

http://www.omichikai .or. jp

大道会

森之宮病院ホームページ

介護サービス総合サイト

まちづくり協定の締結後に握手するUR都市機構
西日本支社ウェルフェア推進チーム藤本チーム
リーダー（左）、大阪市城東区奥野区長（中）、社会
医療法人大道会大道理事長（右）

帝国ホテルクリニックホームページ
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